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 研究の目的
 視覚生理学は最近目覚ましい発展を遂げた。これは電子顕微鏡学的細胞組織学と,微小電極法
 による電気生理学の密接な協力に負うところが大きい。著者は,細胞構築の単純な網膜における
 電気現象と,その基礎構造を明らかにしょうとする研究の一環として,軟体動物の網膜の電子顕
 微鏡的研究を分担し,すでにタコ(頭足綱)につ吟て詳細な論文を発表した。
 本論文の目的は,アワビ(腹足綱)の網膜にむける細胞の微細構造,細胞構築,および細胞間
 の神経学的連絡の三点を解明し,視覚に関する基雌的資料を提供することにある。
 結果と考察
 アワビの網膜は,厚さ約120μの多列円柱上皮性の細胞層,約50μの線維蕊およびそれ
 らを境する基底膜とから構成される。細胞11尋は視細胞寿よび支持細胞よりなる。
 (1)光受容講てむける形質膜の分化:視細胞先端部の光受容器が,宗族発生学上ciliary
 typ9(脊椎動物)とrhabdomericty'pe(多くの無脊椎動物)の二系統に分けられると
 いうEakinらの説は,今1ヨ広く認められ,ている。例えば,著者らが研究したタコの光受容器は,
 後者の典型である。文献に記載されたカタツムリなど下等な軟体動物の所見に基づき,アワビは
 rhabd。O通ericty'peの原始型の一一・つであるS七raigh七七ermina。1▽illiをもつ
 であろうとの予想に反し,視細胞の先端部は円蓋状に膨隆し,表面の形質膜は不規則なひだと短
 いmiCroviユ1iを形成することが明らかにされた。ぴだの中や隣接するmicrO▽ilhの
 間で形質膜が互いに接し合う部分では,単位膜構造の外業が癒合して外複合膜の形成が行われる。
 また癒合していない部分では,外葉は内葉とほぼ同じ厚さを有し,単位膜に非対極陛を認めるこ
 とができない。こσ)形質膜癒合の状態はタコのrhab己omere,脊椎動物の柵状体むよび錐状
 体外節にむける形質腱の癒合と本質的に同一の現象である。鍾って著者は,アワビの視,1韻胸先端
 部斌タコなどのrh風bαomereの原始的形態の一つであると推定し,さらに光受容器の形態
 学的特徴を論じる除には,まず形質漠の分化の状1蜜に注目すべきであることを強調する。
 (2)巨大多胞体:視細胞核上部に,しばしば核と同大の巨大多炮休が存在ずる。これは直径が
 500～5,00OAの小胞が密に集合し,その周囲を一層の限界膜が諭おったものである。高拡
 大1写.真1てよるとレ小胞の1漣{よ,通話(り形質腰に比してノ早く,.単位1漠1毒造の内夕長雨葉の'竜子蜜差乏力;等
 しい一この雑犬、妾胞L・ド1こ.!'lf」度すべきものとして江,Truji■lo-Cen6zがクモの単眼1『{むい
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 て報告した特殊な構造がある。すなわち,クモの単眼に沿いては,視細胞先端部の形質膜のひだ
 が深く胞体内に繰りこまれ,それから分離した多数の小胞が集まって多胞体を形成する。この多
 胞体と先端部の形質膜との間には連絡が証明されるという。一方アワビの視細胞は長大℃先
 端部から核上部までは数十μの隔たりがあ鉱このため,先端部の形質膜と巨大多胞体との直接
 的関係は証明しえない。しかし著者は,小胞膜と先端部形質膜の構造の類似性から,巨大多泡体
 が光受容器と密接な機能的関係をもつと推定する。
 ⑥表面下小胞体1視細胞の側壁をなす形質膜の直下に一層の板状小胞体がある。この小胞体
 の立体像は,胞体を包む円筒状と考えられる。これは内耳の有毛細胞などにみられる神経接合部
 小嚢と・異なり,全く血管系を欠くアワビの細塵に沿いて,長大な視細胞が恒常的な代謝を営むた
 ゆウウヰつ
 めに発達した構造であろう。この小胞体は,形質漠に面する側は殆んどリボゾームをもたない。
 他方,胞体に面する側は,通常の粗面小胞体と同一σ)性状を示す。著者は,山本らと共に、タコ
 の裾細胞にむいて,粗面小胞体の集合よ夢なる特殊な屠板構造を詳細に研究した。アワビの濃面
 下小胞体は,種々の特殊小胞体の列に加わるべき新しい例で参る。
ロ
 (4)明調小胞:腹足綱の視細胞がしばしば,多数の直径約600Aの小炮をもち,そ・の眼界
 膜が単位膜に比べて著るしく薄いことは,最近こ・三の学者の注目を引いている。アワビの視細
 胞も同じ性状の明調小砲をもつ。'著者は,これの限界膜瓜単位莫の三層構造を解像しうる乾板
 上でも,単一層の・1莫として親祭され,、杉翼麺葵に比して著しく薄いことを確認する。
 (5)視細胞間のtighおjunc'じion:挽細胞は全長に亘って支持細彪に接するが,核上都
 では,隣りの視細胞と直接接合する面をもつ。この面の広さは,僅か数μ2に過ぎないが,ここで
 は細胞間隙が閉鎖さ勲.両細胞の形質膜の外葉が癒合して七igh.tju血C硫OI1を形成する。
 挽細胞1副にむける七igh七junc七ionの形成は著者らによ9,タコの1岡1戻にも発見されてレ、
 る。このような接合様式の存在は.感覚上皮の生理学的電気現象を考察するうえに興味深い。最
 近一部の脊椎動物の網膜1'どお・いて,水』平細胞が互いにtigh七jtmctiOnを形成することが
 報告され,た。これらの知見は網膜研鬼の鑓として益々重要視さ二死るであろう。
 (6)病みニアワビの一嵩産む線維1凌の膨選…』学的1蝉折は容:易でなレ、oしカ・しノ,祝融亀目の軸索が去禦氏
 膜を貫いて線維ゴ菱にいた1三),途中に念珠状1てふくらみを作シながら次第に集束して一一一本の視神経
 を形成することが明らかである。・禰滞ll泡の油索のふくらみ・は,中にチ数の単純なシナプス小砲を
 もつ。また一部のふ(らみは,電子密な中心をもつ大.型のシナプス小胞をもつが,これと軸索と
 の関係は明らかにしえなかった。線維褒の機能的意義は生理学的夷鹸σ)1コ堵果を侍って論じなけれ
 ばならないが,著者の所見は,従来等閑視されていた・,訳体動物の潤li諭癬と食震の政綱轍造を,はじ
 めて明らかにt..たもので・細胞1司の州耗学的連絡に関弓駈る研究rζ二いささか醤毒しえたものと思う。
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 審査結果の要旨
 本論文は,超薄切片の電顕観察法により,エゾアワビの網膜の喬斑1田構造を研究し,そ・の細胞構・
 纂の詳細を明らかにするとともに,とくに下記の所見に着目している。(1)光受容器の形態的・r
 特徴詳解細胞の先端部は円蓋状に杉隆し,その表面の形質膜は不焼印な隙人と多数の短い微絨毛
 を形成する。形質膜が互いに接しあうところでは,単位膜構造の外業が癒合して外複合膜が形成
 されるDまた癒合していない部位の形質膜は,単位膜構造に非対称挫が認められない。これらの
 所見は,エゾアワビの光受容器が,同じ腹足綱に属するアメフラシやマイマイの㌔七raigh七
 七ermina■viユ■i"と異なり,むしろ頭足綱の“rhabdo皿ero"に類似していること
 を示すものである。(2)巨大多胞体:視細胞核上部に1～2個の巨大多胞体がある。これは直径
ロ
 500～5000Aの小胞が球状に集合し,周囲を一層の限界膜によってお・おわれたもので,小胞
 の膜は通常の形質膜に比して厚ぐ,単位膜構造の内外両葉の電子密度がほぼひとしい。本多胞
 体は,クモの視細胞に発見された類似構造物と同様,視細胞の形質膜の陥入に由来するものと推
 定される。(3)表面下小胞体:視糸ヨ1胞の側壁をなす形質膜の直下に,一層の測度状小胞体があり,
 視細胞の胞体を包む円筒状の立体像をもつ。この小施体の形質膜に面する側はほとんどリボゾー
 ムを付着させておらず,細胞形質に面する側は通常の粗面小胞体と同様の性状を示す。これは内耳
 の有毛細胞などにみられる神経接合部小嚢とは異なった援能をもつと考えられる。(4)視細胞間の直接
 接合:視細胞の側壁はほとんど全面にわたって支持細胞に対面するが,核上部の一部には隣りの
 視細胞と直接接合する面も存在する。ここでは細胞間隙が閉鎖され,両細胞の形質膜は互いに癒
 合して外複合膜を形成する。この部は蜆細胞間の電気的伝達に関与するものと推定される。(5)線
 維叢:線維の微細構造は形態的特徴に乏しく,電顕写真上で線維を分類することは容易ではない。
 しかし線維の大部分が視細胞の軸索に由来することを確認した。これらは経過の途中に念珠状の
 ふくらみをつくり,次第に集中し.て一;本の視神経を形成する。ふくらみのなかに小型の糸粒体と
 多数の単純なシナプス小胞を観察した。また一部のふくらみは電子密な中心をもつ大型のシナプ
 ス小胞を備える。線維叢に違心性繊維が混在することは否定しえない。
 著者は,網膜の微近二ll!構造と電気現象との関係を明らかにしょうとする研究の一環として,軟体
 動物の網眞の宿願的研究を分担し,すでに頭足綱について報告した。本論文は,同じ研究方法を
 腹足綱に属するエゾアワビに適用し,その超微‡1春造をはじめて明らかにしたも〔)で,視覚の基礎
 的研究に寄与するところはなはだ人なるものがあむ,
 よって学位授一与に値するイ)のと認める。
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